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　　　　 W 。
： 漏斗 を満 た す の に必要 な 砂 の 重量 （g）

　　　　 IV
，， ： 試験孔を満 た す の に 必 要 な 砂 の 重量 （g）

　5．4，2 土 の 湿潤単位体積重量 η は，つ ぎの 式か ら計

算す る 。

　　　・ 課 （9／cTn3 ）

　5，4．3 土 の 乾燥単位体積重量 rd は ， つ ぎ の 式 か ら

計算す る 。

　　　・・
一黒・・f・m3 ・

6．報 告

つ ぎの 事項 に つ い て 報告す る 。

（1）　土 の 最大粒径 （mm ）

（2）　土 の 含水量 （％）

（3）　土 の 湿潤単位体積重量 （g！cm り

（4 ）　土 の 乾燥単位体積重 量 （g！cmR ）
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Method 　 of 　 Plate　 Load 　 Test 　 on 　 Soils　 for　 Road

1．適 用 範 囲

　こ の 規格 は，道路 の 路床，路盤 な ど の 地盤係数を 求 め

る た め の 平板載荷試験方法 に つ い て 規定す る 。

2．用語 の定義

　 あ る沈下量 に対す る 地盤係数 とは，以下 に示す試験 に

お い て ，そ の 沈 下 量 で そ の と きの 荷重強 さを除 し た 値 を

・い う。

3．試 験 用 具

　3．1 載　荷　板

　載荷板は，厚さ 22mm 以上 の 鋼製円板 で ，直径がそ

れぞれ 30cm
，
40　cm お よ び 75　c皿 の もの とす る 。

　 3．2　 ジ ャ ッ キ

　ジ ャ ッ キ は 能力 5〜40t ，で，精度が そ の 能力 の エ〆100

以上 の プル
ービ ン グ リン グま た は圧力計付きの もの とす

る。

　 3．3　ダ イ ヤ ル ゲ ージ

　ダイ ヤル ゲージは，最小 目盛 0．01mrn，長針 の 1回転

に対す る ス ピ ン ドル の 動 き 1mm ，測定範囲 20　mm の

もの とする 。

　 3．4 沈下量測定装置

　沈下量測定装置 は，載荷板の 沈下量 をは か る 装置で，

ダイ ヤル ゲージ と り付け装置 を備え た 長 さ 3m 以上 の

支持バ リ とそ の 支持脚 とか らな り， 支持脚の 位置 を載荷

板および荷重装置の 支持点 （自動車または トレ ー
ラ
ー

の

場合に は そ の 車輪）か ら 1皿 以上離し て置く こ とが で

き る もの とす る 。

　3．5 荷 重 装 置

　荷重装置 は 自動車 ま た は トレ
ーラー

の よ うな所要 の 反

Ju 皿 e，　1971

力 が 得 られ る装置 で ，そ の 支持点 を載荷板 の 外側端 か ら

1m 以上離して 置 くこ とが で きる もの とす る 。

4．試 験 方 法

　4．1 つ ぎの 順序 で 試験 の 準備 を行 な う。

　（1 ） 地盤 を水平 に な らし ， 必要があれ ば薄く砂 を敷

く。

　（2）　 こ の 上 に 試験に用い る 直径 の 載荷板 をす え る

が，よ り小 さい 直径の載荷板が残っ て い る揚合に は，こ

れ らも中心 を合わ せ て 順次積み上げる。

　（3） 載荷板 の 上にジャ ッ キ を置き ， 荷重装置 と組み

合 わ せ て 所要 の 反力 が 得 られ る よ うにする 。 そ の 際，荷

重装置の 支持点は ，載荷板の 外側端 か ら 1 皿 以上離 し

て 配置 し な ければな らない 。

　（4）　沈
’
ド量測定装置を載荷板お よび 荷重装置 の 支持

点 か ら lm 以上離して 配置 し，載荷板の 正 し い 沈下量

が は か れ る よ うに ダイ ヤ ル ゲージをとり付け る。

　（5） 載荷板 を安定 さ せ る た め ， あ らか じ め 0．35kg ！

cm2 の 荷重 をか けて か ら零に もど し ， ダイヤ ル ゲージ の

読 み を と り，沈下 の 原点 とす る。

　4．20 ．35kg ！cm2 き ざ み で荷重 を段階的に増加して

ゆ き，荷重 をあ げ る ご と に そ の 荷重 に よ る沈下の 進行が

止 ま る ＊の を待 っ て 荷重 の 強 さ と沈下量 の 読み とを と る 。

　
° 1分間 の 沈下量 が ，そ の 荷重強 さ に よる そ の 段階 に おけ る沈 下量 の 1

　 ％以下に なれ ば ，沈下 の 進 行が 止 ま っ た と認 め て よい 。

　 4，3 沈 下 量が 15mln に 達す るか，あ る い は 荷重強

さ が現場 で予想で き る も っ と も大きい 接地圧 力 の 大き

さ， ま た は 地盤の 降伏点を こ え れ ば試験をや め る。

5．計 算

5．1 試験結果か ら荷重強 さ と沈下量と の 関係を 求 め
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　　　　　　 表
一1 平板載荷試験成績表

　 　　 　載荷板 の直雀 30cm　　　　測定 　　月　　日

　 　　 　敕荷板の面積 705．5cm2 　　試験番 号

荷 　 　　 　重 沈　 　　 　　 　 下

時　間

矧臠 嚠
ダ イヤ ル ゲージ の 読み

。 1
（

詈  。 均

沈下量

（qrn）
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叫函
O・4
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’
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翼

　 0．8

　 0．9

　 1，0

　　 荷 重 強 さ 〔kg〆cm2 ）

1．0　2・0　3．0　4．0　5，0　6．0　7．0　8．0　9．010．0

0’− 0ケ

5儲）5”
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31’−45e35
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38’−30舮

　 oO

．0130
．0260
．040e
．0530
，0660
．oroO
．0930
．1060
，1190
．132

　 0

　 247
　 495

　 742

　 9891
，2361
，4841
，7311
，9782
，2252
，473

00

．350
．701
．051
．401
．752
，102
．452
．803
．153
．黝

〔》．0050
．oseO
．060D
．0850
．1190
．1480
．177D
，2040
．2360
．2680
．305

o．（Kン70
，0280
．0520
．0800
，1090
．1320
．1610
，1840
．2160
．2460
，277

0．（m5　 00

．029　　e．023
0．056　 0．050
0．083　 0． 
0．114　　0．108
0，1劇）　　0，134
0．169　　　0．163
0．194　　0．188
0．226　 0．220
0．257　　0．251
0．291　 0．285

る 。 表
一1 は ， そ の一例で あ る 。

　5．2　5．1か ら荷重強さ一沈下量曲線を描く。 図
一1 は ，

そ の
一

例 で ある 。

　 5．3 荷重強 さ
一
沈下量曲線 か ら， ある沈下量 の ときの

荷重強さを求め，地盤係数 K をつ ぎの 式か ら計算す る。

6．報

・ ・k… M3 ・一
荷

讐覆鸛
  ）

図一1 荷重強さ一沈下量 曲線

告

つ ぎの 事項 に つ い て 報告す る 。

（1）　載荷板 の 直径 （cm ）

（2） 計算に用い た沈下量 （cm ）

（3） 地盤係数 （kg！cm3 ）
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